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１．都内の先行実施における取組状況

■ 先行整備実施箇所 ：R6年度に都立公園設置

区部（東部低地）区部（西部）多摩部

東京都表層地層図（国土地理院地図を加工して使用）

大島小松川公園
（R6.10 完成※園内５か所）

高井戸公園
（R6.12完成※園内５か所）

武蔵国分寺公園
（R6年度内 完成予定※園内５か所）

東海公園（区）

浜川北公園（区）

高井戸公園（都）

武蔵国分寺公園（都）

明治公園（都）

六仙公園（都）

松の木市民緑地（区）
調布駅前広場（市）八王子駅前公園（市）

善福寺川取水施設（都）

大栗川旧河川敷（都）

立教通り（区）

野川ビジターセンター（区）

境川旧河川敷（都）

鹿本あじさい公園（区）

松島くらまつ公園（区）

大島小松川公園（都）

：その他の設置施設
レインガーデン等の
グリーンインフラ設置施設（公共）

※R6.12時点リスト（現在調整中につき追加変更の可能性あ
り）



２．都立公園への検証フィールドの設置

断面図

透水シート
ジオテキスタイル(t0.5㎜)

単粒砕石4号
(φ20~30㎜※空隙35%)

人工土壌(空隙30％)

表層
伊勢五朗太石(φ30㎜)

≪植栽≫
ムラサキシキブ
セキショウ
芝生

1000×1000

透水シート
ジオテキスタイル(t0.5㎜)

単粒砕石4号
(φ20~30㎜※空隙35%)

単粒砕石7号(φ2.5~5㎜)

［下流流末部：浸透基盤を深く設置］［標準部］ 断面図

施工前

■大島小松川公園（江東区・江戸川区）

〔レインガーデン（雨庭）〕

〔バイオスウェル（緑溝）〕

施工後

施工前

施工後



２．都立公園への検証フィールドの設置

■高井戸公園（杉並区）

〔レインガーデン（雨庭）〕

〔バイオスウェル（緑溝）〕

施工前

施工後

施工前

施工後

※植栽を今後設置予定



平面図

■ 設置位置への工夫

〔集水における検討〕〔有識者等との現地確認〕

〔利用者等が目に留まりやすい位置〕

２．都立公園への検証フィールド設置



■ 効果検証を見据えて

〔構造や材料の使い分け〕

〔観測井の設置〕

A
A´

B

B´

表層部：単粒砕石

表層部：植栽基盤
（雨水浸透貯留機能付）

A-A´

B-B´

植栽基盤（雨水浸透貯留機能付）

発生土

２．都立公園への検証フィールド設置



■ 説明パネルによる機能の視覚化

２．都立公園への検証フィールド設置



３．補助事業を活用した区市の取組

品川区 【公共施設への整備】区立公園へのグリーンインフラ施設整備

世田谷区 【気運醸成】世田谷グリーンインフラ学校～自分でもできる雨庭づくり～

墨田区 【気運醸成】雨水ネットワーク全国大会における「あまみずフェスティバル」

杉並区 【気運醸成】グリーンインフラの活用に関する区民との意見交換会

調布市 【先進的取組】崖線樹林地等のグリーンインフラ活用に向けた現況調査

八王子市 【先進的取組】協働によるグリーンインフラを用いた分散型治水方針策定・施行支援

■ 区市町村への補助事業（流域対策等強化・推進事業補助）

〔グリーンインフラに関する取組の補助申請事例〕※令和６年度

【補助対象事業】※下記施設の設置等に対して助成

 

一次貯留施設 浸透ます 浸透トレンチ

雨水タンク
レインガーデン

（雨庭）
気運醸成の取組
（出前講座等）

【補助対象範囲】

令和6年度より 都内全域に拡大

：対策強化流域（10流域）

〔令和5年度までの補助対象〕

※令和6年度より
新規に補助対象



気候変動による激甚化・頻発化する豪雨災害に備え、河川や下水道があふれないようするた
め、雨水を街の中で、一時的に貯めたり、しみこませていくことが必要になります。

東京都では、雨水を「しみこませる」まちづくりを進める『雨水しみこみプロジェクト』を
スタートさせました。

この取組を広めるため、行政・事業者・地域で活動する団体などの日々の取組を通して、広
く普及啓発を行う『雨水しみこみアンバサダー』を認定しています。

行政・企業・個人など

みんなで取組を広める

東京都
• ホームページ掲載
• 広報動画の配信
• 表彰イベント 等

• 雨水浸透ますの設置
• レインガーデン等の
グリーンインフラ導入

• 普及啓発イベント    等

アンバサダー

認定

『雨水しみこみプロジェクト』

４．普及啓発の取組〔雨水しみこみプロジェクト〕

【認定事業者数：69事業者（令和6年12月現在）】



４．普及啓発の取組〔表彰式〕

■雨水しみこみプロジェクト 表彰式

開 催 日：令和6年12月20日（金）13:30～14:30
開催場所：都庁第二庁舎10階201・202
開催内容：
（１）開会挨拶 三宮都市整備局理事 ／ 閉会挨拶 長尾都市基盤部長 
（２）雨水しみこみプロジェクトＰＲ映像放映
（３）表彰 ①「雨水しみこみアンバサダー」６団体

（取組発表：大和リース、世田谷トラストまちづくり）
②「自由研究コンテスト（小学生）」７名

参加者数：約６０人
（民間40人、行政5人、小学生および保護者13人、マスコミ2人）

会場の状況 自由研究表彰（小学生）表彰アンバサダーによる取組発表

雨水しみこみプロジェクトＰＲ映像



◆ 委員会位置付け〔委員会（第1回）資料再掲〕 ◆ 「区市町村」とのプラットフォーム

◆ 「民間事業者等」とのプラットフォーム

〔エンドユーザー（担い手）へのアプローチ〕

・行政
・コンサルタント
・ゼネコン、施工業者
・その他

雨水しみこみアンバサダー
〔登録：69社〕令和6年12月末時点

区市町村への補助事業
（各プラットフォームで取組事例展開）

東京都総合治水対策協議会

東京都 ：都市整備局、建設局、下水道局

区市町村：全区市町村（島しょを除く）

５．プラットフォームの考え方



気候変動を踏まえた目標降雨に対し、河川・下水道整備と合わせて、
既存の流域対策に加えてグリーンインフラを活用し、豪雨対策を一層強化していく。

東京都豪雨対策基本方針（令和5年12月改定）

対策目標 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 xx年度

実績値
約450万㎥

目標値
654万㎥

流域対策
（浸透ます・
トレンチ 等）

家づくり・
まちづくり ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ

目標値
654万＋α㎥

＋補助対象を
都内全域

対策強化流域
における目標値
（10mm相当分）

グリーンインフラ先行実施事業

 R6：公共、R7・８：民間企業等

あまみずグリーンインフラ検討委員会
①効果検証 ➁事例収集 ③標準・汎用化

〔令和8年度末〕
・技術指針への反映
・まちづくり制度等への検討
・実装ガイドブック

流域対策としてＧＩの実施
〔公共、事業者、戸建てetc〕

ＧＩコンセプトブック2024（第一弾）

GIコンセプトブック2025（第二弾）

GI実装ガイドブック（総集編）

R6年度

R7年度

R8年度

＋ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ
先行実施

６．目標とロードマップについて

50mm

15～25
mm

10mm
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